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今 月 の 表 紙

鳥取駅前の梨の木

鳥取駅北口の二十世紀梨は、鳥取商工会議所が鳥取への観

光客を迎える玄関口に鳥取らしいシンボルとして2010年12

月に植樹。女性会メンバーと予定していた収穫作業は悪天

候が続いたため、商工会議所職員で行いました。収穫した

二十世紀梨は、鳥取駅利用者らに配りました。

https://きっぺい.net
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３

動 向

　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特

別
委
員
会
（
荒
田
潤
之
介
委
員
長
）

は
９
月
５
日
（
火
）
か
ら
２
日
間
、

お
城
を
借
り
上
げ
て
宿
泊
で
き
る

「
キ
ャ
ッ
ス
ル
ス
テ
イ
」
で
有
名
な

愛
媛
県
大
洲
市
な
ど
を
視
察
し
、
古

民
家
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
同
委
員

会
は
、
単
に
観
光
と
言
い
切
る
の
で

は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
交
通
イ
ン

フ
ラ
な
ど
多
角
的
な
視
点
も
入
れ
な

が
ら
、
目
指
す
べ
き
鳥
取
の
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
視
察

し
た
大
洲
市
は
、
人
口
約
４
万
人
の

愛
媛
県
南
予
地
域
に
位
置
す
る
地
方

都
市
で
、
大
洲
城
下
の
繁
栄
を
色
濃

く
残
す
古
民
家
を
再
生
さ
せ
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
成
功
し
た
数

少
な
い
好
事
例
と
し
て
全
国
で
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
特
色
と
し
て
、
▽
強

力
な
官
民
連
携
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
、
▽
古
民
家
再
生
に
よ
る
地
域

資
源
の
高
付
加
価
値
化
、
▽
欧
米
豪

人
向
け
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
、
▽

新
た
な
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
―
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
推
進

す
る
中
心
組
織
と
し
て
、
地
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
（
一
社
）
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
髙
岡
公
三
代
表
理
事
）
を

２
０
１
８
年
に
設
立
。
そ
の
後
、
実

際
に
お
金
を
儲
け
て
運
用
・
循
環
さ

せ
る
営
利
会
社
と
し
て
、
古
民
家
再

生
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛
け

る
㈱
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
井
上
陽
祐
代
表
取

締
役
）
を
設
立
さ
せ
た
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
Ｕ
タ

ー
ン
し
た
井
上
氏
は
、
当
時
の
大
洲

市
の
状
況
に
つ
い
て
「
施
設
の
指
定

管
理
者
が
違
う
こ
と
で
土
産
が
ど
こ

も
同
じ
だ
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仲

が
悪
か
っ
た
り
で
、
観
光
戦
略
と
し

て
ま
っ
た
く
ダ
メ
だ
」
と
感
じ
た
と

の
こ
と
。
指
定
管
理
を
１
社
が
ま
と

め
て
す
る
こ
と
で
ま
ち
に
統
一
感
を

持
た
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
「
観
光
こ
そ
世
界
最
大

の
成
長
産
業
だ
」
と
し
た
上
で
、「
観

光
に
宿
泊
が
伴
っ
て
初
め
て
産
業
と

い
え
る
」と
強
調
。
地
域
課
題
と
な
っ

て
い
た
古
民
家
保
存
を
、
古
民
家
自

体
が
稼
ぐ
と
い
う
発
想
の
転
換
の
も

と
、
老
朽
化
が
進
ん
で
取
り
壊
し
を

検
討
し
て
い
た
古
民
家
を
長
期
契
約

で
借
り
上
げ
、
１
泊
１
部
屋
８
万
円

以
上
の
ハ
イ
ク
ラ
ス
ホ
テ
ル
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
洲
市
で
は
観
光
の
メ
ー

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
欧
米
豪
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
中
で
も
、
旅
慣

れ
た
知
的
旅
行
者
を
柱
に
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
事
業
課
の
謝
璠

（
し
ゃ
・
は
ん
）
さ
ん
は
「
ま
ち
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
知
り
た
い
外
国
人
は

多
い
。
そ
れ
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ

造
成
や
、
ガ
イ
ド
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
で
持
続
可
能

な
観
光
を
目
指
し
て
い
く
」
と
熱
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ま
ち
歩
き
で
は
、
狭
い

範
囲
に
点
在
す
る
26
棟
31
室
の
古
民

家
ホ
テ
ル
の
内
外
観
を
視
察
し
、
観

光
客
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
を
直
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は

簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
大
洲
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
本
気
度
を
感
じ
た
地
元
金
融
機
関

は
、
大
洲
市
の
将
来
へ
の
投
資
と
考

え
て
５
億
円
を
融
資
。
そ
の
熱
意
を

持
っ
て
市
議
会
の
理
解
を
取
り
つ
け

た
市
の
担
当
者
。
ま
ち
の
将
来
を
本

気
で
考
え
た
方
た
ち
が
集
ま
っ
た
か

ら
こ
そ
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
や
覚
悟
、

本
気
度
を
肌
で
感
じ
、
大
き
な
刺
激

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

報
告
＝
地
域
振
興
課
　
係
長
　
田
中

弘
幸
（
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
特
別
委
員
会
担
当
）

 

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
が
愛
媛
視
察

　
　
　
　
　
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
稼
ぐ
」
こ
と

  

観
光
こ
そ
最
大
の
成
長
産
業

古民家ホテルを視察する参加者ら
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動 向

　
鳥
取
労
働
局
、
鳥
取
県
、
県
教
育

委
員
会
は
９
月
８
日
（
金
）、
鳥
取

県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会
長
・
児

嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）
な

ど
経
済
４
団
体
に
対
し
、
障
が
い
者

雇
用
の
推
進
に
つ
い
て
協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
６
月
１
日
現
在
、
鳥

取
県
で
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
を

達
成
し
た
企
業
の
割
合
は
60
・
３
％
。

前
年
お
よ
び
全
国
平
均
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
実
雇
用
率
と
障
が
い
者
就

職
件
数
は
わ
ず
か
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
来
年
４
月
に
法
定
雇
用

率
が
２
・
５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
加
え
、
一
般
就
労
を
希
望
す

る
障
が
い
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
以
上
の
就
労
支
援
や
職

場
定
着
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
県
と
鳥
取
労
働
局
で
は
、
障
が
い

者
の
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
向
け

て
、
障
が
い
特
性
の
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
支
援

に
よ
る
職
場
定
着
な
ど
、
障
が
い
者

が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
鳥
取
県
の
平
井
伸
治

知
事
と
鳥
取
労
働
局
の
平
川
雅
浩
局

長
、
県
教
育
委
員
会
の
足
羽
英
樹
教

育
長
が
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の

事
務
局
を
持
つ
鳥
取
商
工
会
議
所
を

訪
れ
、
児
嶋
会
長
に
要
請
書
を
手
渡

し
て
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
協
力
要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
長
は

「
来
年
か
ら
段
階
的
に
法
定
雇
用
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
含
め
て
、

会
員
企
業
に
し
っ
か
り
と
周
知
し
て

い
く
」
と
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

 

労
働
局
・
鳥
取
県
・
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
４
月
、
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

  

障
が
い
者
雇
用
推
進
を
要
請

要請書を受け取る児嶋会長（右）

　　　我が社では、就業規則で定めた退職金の水準よりも高い水準を労働協約
　　　で定めておりますが、近年、売上減少及び経費増加が続いているため、
このたび労働協約が終了するにあたり、就業規則で定めた退職金の水準よりも
さらに低い水準に就業規則の変更を検討しています。このような就業規則の変
更は合法なのでしょうか？
　　　今回は、労働協約終了後の就業規則不利益変更について説明します。労
　　　働協約は期間を定めた条項または当事者からの解約により終了するとこ

ろ、労働協約終了後は就業規則が適用されると考えるべきですので、退職金の水準も就業規則で定めた
内容になるようにも思われます。
　しかし、これでは労働協約によって労働条件を規律してきたような場合には、かえって不都合な結果
となります。
　そこで、労働協約で定める労働条件がいかなる場合に存続するかが問題となります。これについて裁
判例では、労使当事者間に労働協約に定める労働条件を存続させる合理的な意思が認められる場合には、
労働協約に定める労働条件が存続すると考えられています。
　そして、労働協約に定める労働条件が存続する場合とは、これは労働協約が終了している以上あくま
で労働協約としてではなく労使当事者間の労働契約の内容として存続するものですから、これに対する
不利益変更そのものは違法ではありません。
　したがって、本件のように就業規則で定めた退職金の水準よりもさらに低い内容に就業規則を不利益
変更することが合法となるかどうかについては、労働協約
で定めた労働条件が存続する場合には、その労働条件から
就業規則不利益変更後の労働条件へと変更することの合理
性が判断対象となり、その合理性が認められれば合法とな
ります。

 労働協約終了後の就業規則不利益変更
Q

事業主と労働者のための

法律相談

Q Ａ＆
151

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857
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動 向
 

観
光
・
交
通
部
会
が
常
任
委
員
会
開
催

　
　

間
近
に
迫
る｢

２
０
２
４
年
問
題｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荷
主
と
運
送
業
者
の
相
互
理
解
を

　
鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
（
澤
耕
司
部
会
長
）
は
９
月
１
日

（
金
）、
鳥
取
市
末
広
温
泉
町
の
旬
海

料
理
ぎ
ん
り
ん
で
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
常
任
委
員
ら
16
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
常
任
委
員
会
は
、
間
近
に

迫
る
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
国
運
輸
局
鳥
取
運

輸
支
局
・
西
山
龍
司
支
局
長
、（
一
社
）

鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
山
﨑
隆
志

専
務
理
事
、
鳥
取
県
商
工
労
働
部
通

商
物
流
課
・
清
水
明
史
課
長
の
３
人

を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
当
問
題
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が
規
制
さ

れ
る
こ
と
で
輸
送
能
力
が
不
足
し
、

モ
ノ
が
運
べ
な
い
な
ど
、
多
く
の
問

題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
西
山
支
局
長
が
、
不
適

正
な
取
り
引
き
や
行
為
を
取
り
締
ま

る
「
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
」
設
置
を
報

告
。
不
当
な
料
金
の
据
え
置
き
や
荷

主
側
の
都
合
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
待
た

せ
る
荷
待
ち
な
ど
に
つ
い
て
監
視
を

強
化
し
て
い
く
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
清
水
課
長
は
、
物
価
高
や
人

手
不
足
の
問
題
ば
か
り
に
目
が
行
き
、

当
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い
と
指

摘
。
課
題
解
決
に
向
け
て
物
流
効
率

化
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
意

見
交
換
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
い

て
、
納
期
限
や
取
引
価
格
な
ど
荷
主

と
運
送
業
者
の
互
い
の
理
解
が
進
む

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
話
し
ま

し
た
。

　
出
席
者
ら
は
、
物
流
環
境
の
変
化

に
備
え
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Vol.82

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座

『サイエンス・アカデミー』を開催しています。

　鳥取県立図書館を主会場とし、ライブ中継会場として米

子市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講いただけます。

○令和５年10月28日（土）10：30 ～ 12：00

　講師：地域価値創造研究教育機構　准教授　石田　陽介

　演題：芸術養生－健やかで幸福な暮しづくり・

　　　　まちづくりに活かす芸術体験のあり方－

○令和５年11月11日（土）10：30 ～ 12：00

　講師：農学部生命環境農学科　教授　山田　　智

　演題：乾燥地の貴重な水を有効利用した魚（タンパク質）

　　　　と野菜（ビタミン類）の生産技術ができた！

※お申し込みは電話・メール・ホームページに

て、お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願

い致します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室

� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

活発に意見を交わす出席者ら
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鳥取県の最低賃金
時 間 額 発 効 年 月 日

900円 令和５年１０月５日

　「鳥取県最低賃金」は、年齢に関係なく、パート
や学生アルバイトなどを含め、鳥取県内の事業所で
働くすべての労働者に適用されます。

　　　　 詳細については、鳥取労働局労働基準部賃金室又は鳥取労働基準監督署にお尋ねください。
　　　　 鳥取労働局労働基準部賃金室　℡ 0857 － 29 － 1705　　鳥取労働基準監督署　℡ 0857 － 24 － 3211

Ｑ：今の賃金が最低賃金額以上か調べるにはどうするの？
Ａ：賃金形態で計算方法が違いますので、次の計算方法で行っ
　　てください。
　①支払われる賃金が時間給の場合
　　時間給≧最低賃金額（時間額）
　②支払われる賃金が日給の場合
　　日給÷１日の所定労働時間≧最低賃金額（時間額）
� （事例１参照）
　③支払われる賃金が月給の場合
　　賃金額を時間当たりの金額に換算し、最低賃金の時間額と
　　比較します。（事例２参照）

（事例１）（日によって所定労働時間数が異ならない場合）
　Ａさんは日給6,750円、１日の所定労働時間数は7.5時間です。

　この場合は、左記②にある式にあてはめると、
　　6,750円÷7.5時間＝900円≧900円（鳥取県最低賃金）
　となり、最低賃金額を満たしていることが分かります。

（事例２）（月によって所定労働時間数が異なる場合）
　Ｂさんは月給150,500円、年間所定労働日数は250日、１日
の所定労働時間数は８時間です。
　この場合、次のような計算式を用いて比較します。
　　月給額÷１か月平均所定労働時間�≧�最低賃金額（時間額）
　この式にあてはめると、
　　150,500円÷〔（250日×８時間）÷12か月〕
� ＝903円（円未満切捨）≧900円（鳥取県最低賃金）
　となり、最低賃金額を満たしていることが分かります。

 

企
画
政
策
委
員
会

　
　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　
　
　
　
　�

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
不
可
欠
な
時
代
へ

　
鳥
取
商
工
会
議
所
企
画
政
策
委
員

会
（
平
井
耕
司
委
員
長
）
は
９
月
26

日
（
火
）、
鳥
取
市
立
川
町
７
丁
目

の
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
内
に
あ
る
Ｖ
・
Ｃ

ｏ
―
Ｌ
ａ
ｂ
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
鳥
取
県
、
鳥
取
大
学
、
鳥
取

大
学
振
興
協
力
会
と
共
催
し
、
県
内

企
業
の
経
営
者
や
人
事
担
当
者
ら
36

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
書
籍

も
手
掛
け
る
（
一
社
）
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
ス
キ
リ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の

後
藤
宗
明
代
表
理
事
が
務
め
、
リ
ス

キ
リ
ン
グ
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
背

景
や
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
急
速
な
進
展
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
が
加
速
し
、
人
の
雇
用
が
失
わ

れ
る
「
技
術
的
失
業
」
が
社
会
的
課

題
に
な
っ
て
い
る
の
を
背
景
に
、
従

業
員
に
新
た
な
ス
キ
ル
を
習
得
さ

せ
、
異
な
る
分
野
や
職
務
へ
配
置
転

換
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
講
演
で
後
藤
講
師
は
、
海
外
で
実

用
化
が
間
近
な
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
紹
介
。
そ
の
上
で
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
が
一
般
的
に

活
用
さ
れ
る
時
代
。
将
来
、
ど
の
よ

う
な
仕
事
が
生
ま
れ
ど
ん
な
ス
キ
ル

が
必
要
に
な
る
か
を
見
極
め
、
リ
ス

キ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
自
社
に
与
え

る
影
響
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
者
ら
は
積
極

的
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

講演する後藤講師



鳥取商工会議所報
VOL752.2023.10.15

７

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
創
業
を
目

指
し
て
い
る
人
や
創
業
後
間
も
な
い

人
を
対
象
に
し
た
「
と
っ
と
り
創
業

塾
」
を
９
月
２
日
（
土
）
か
ら
16

日
（
土
）
ま
で
の
計
５
回
に
わ
た
り
、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
開
催
し
、
19
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
経
営
革
新
等
支
援
機
関

で
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
中
小
企
業
診
断

士
事
務
所
代
表
の
大
田
一
喜
氏
を
招

き
、
経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
り
方
な
ど
の
基
礎

知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
田
講
師
は
、
創
業
を
成
功
さ
せ

る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
一
度
で
結

果
が
出
な
く
て
も
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
で
継
続
す
る
こ
と
、
②
月
日
が

経
っ
て
も
成
り
行
き
に
任
せ
る
こ
と

な
く
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
意
識
す
る

こ
と
、
③
ビ
ジ
ネ
ス
に
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
た
せ
る
こ
と
―
の
３
つ
を
挙

げ
、「
夢
を
実
現
さ
せ
、
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
経
営
を
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
、
講
義
の
座
学
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
聞
き
慣
れ

な
い
用
語
に
苦
心
し
な
が
ら
も
経
営

や
財
務
の
知
識
を
習
得
。
同
じ
創
業

を
志
す
受
講
生
た
ち
と
活
発
に
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
受
講
生
の
一
人
一
人

が
熱
い
思
い
を
込
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
発
表
。
夢
に
向
け
て
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

報
告
＝
経
営
支
援
二
課
主
事
　
尾
崎

龍
二

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４
運営機関 ：一般社団法人鳥取県発明協会 （鳥取市若葉台南 7 - 5 - 1 ）

いんぴっと

✉ ： t o r imado@to r i t on . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業

◆SNSを活用したい
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい

販路
開拓

経営
管理

◆海外に進出・販売したい
◆海外での模倣を防ぎたい
◆図面・製造ノウハウの開示を求められた

技術
開発

◆商品を開発したい
◆ビジネスモデルを作りたい
◆他社に委託して開発や製造をしたい

これ、
もしかして
知財かも？

これ、
もしかして
知財かも？

R5.10月号 鳥取商工会議所報 原稿案

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インボイス制度において特 
にご留意いただきたい事項 

 

令和５年 10 ⽉開始︕インボイス制度 
インボイス制度特設サイト 

 

 

広島国税局管内の税務署に 
おける説明会等開催⽇程 

 

インボイス制度特設サイトにおいて、各種参考資料等を掲載しています。 
また、登録申請⼿続を令和５年９⽉30⽇までに⾏ったものの、令和５年10⽉１⽇までに登録番

号の通知が届かなかった場合の対応⽅法といった情報も掲載していますので、ご活⽤ください。 
２割特例等適⽤確認 

フローチャート 

 

 

と
っ
と
り
創
業
塾
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　�

　　

経
営
の
知
識
楽
し
く
学
ぶ

　
　

19
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
形
に

受講生に講義する大田講師
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と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
代
表
・
児
嶋
祥
悟
鳥
取
県
商
工

会
議
所
連
合
会
会
長
）
は
県
民
一
人

一
人
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
実

践
の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
９
月
28

日
（
木
）、
鳥
取
市
中
心
市
街
地
の

若
桜
街
道
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
に
17

の
ゴ
ー
ル
が
描
か
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
を

掲
出
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ッ
グ
掲
出
作
業
に
は
、
鳥
取

市
東
町
２
丁
目
の
市
立
久
松
小
学
校

６
年
生
33
人
が
参
加
。
出
発

式
の
あ
い
さ
つ
で
児
嶋
代
表

は
児
童
ら
に
対
し
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
は
『
誰
一
人
と
し
て
取
り

残
さ
な
い
』
を
目
標
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
か
、
家
族
や

友
達
と
一
緒
に
考
え
て
、
一

つ
一
つ
実
践
し
て
ほ
し
い
」

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
ら
は
歩
い

て
若
桜
街
道
に
移
動
。
８
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ア
ー
ケ
ー

ド
下
の
設
置
棒
54
カ
所
に
脚
立
を

使
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
フ
ラ
ッ
グ
を

取
り
付
け
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ッ
グ
の
掲
出
作
業
を
し
た
児

童
か
ら
は
「
フ
ラ
ッ
グ
を
取
り
つ
け

る
貴
重
な
体
験
が
出
来
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
も
っ
と
知
っ
て
い
き
た
い
」「
商

店
街
を
通
る
人
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

経営改善への取組みを始めて見ませんか！経営改善への取組みを始めて見ませんか！ 
 
 
 
 
 
 

早期経営改善計画策定支援事業 

（通称：ポスコロ事業） 

経営改善計画策定支援事業 

（通称：４０５事業） 

こんな方におすすめ 
 ここのところ、資金繰りが不安定だ。 

 新型コロナで影響を受けた経営を立て直したい。 

 自社の状況を客観的に把握したい。 

 専門家から経営のアドバイスが欲しい。・・・等 

※金融支援を必要としません。 

 必要な売上や利益を確保できる経営管理を。 

 ガバナンス体制を整備したい。 

 黒字体質の企業に転換させたい。 

 業績悪化の根本的な原因を把握したい。・・等 

※条件変更等の金融支援が必要です。 

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助 
総額の 2/3（上限 25 万円）までを補助 総額の 2/3（上限 300 万円）までを補助 

フォローアップ 
計画策定から 1 年後にフォローアップ 計画策定完了から 3 年間のフォローアップ 

【お相談・お問い合わせ】 

〒689-1112 鳥取市若葉台南 7 丁目 5 番 1 号  

公益財団法人鳥取県産業振興機構 

鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）  担当：田井、坪倉 

TEL 0857-33-0197   Email:kaizen@toriton.go.jp 

借入金の返済が

きつくなってきた。 

返済条件の変更

をお願いしたい。 

【ご相談・お問い合わせ】
　〒689−1112　鳥取市若葉台南７丁目５番１号
　　公益財団法人鳥取県産業振興機構　鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）　担当：田井、坪倉
　　TEL 0857−33−0197　Email:kaizen@toriton.go.jp

 

と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
松
小
６
年
生
が
掲
出
作
業

　

 

フ
ラ
ッ
グ
を
若
桜
街
道
商
店
街
に

フラッグ掲出作業をする久松小児童ら
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全国各地から１万人以上の選手団が鳥取に集結！ 

県を挙げておもてなし、大会を盛り上げよう！ 

◆県内全市町村を会場にスポーツ・文化２９種目開催！

◆特産や観光ＰＲ、グルメやステージイベントなどの

「ふれあい広場」、地域文化・郷土芸能の披露「地域文化

伝承館」、「美術展」や「音楽文化祭」、健康関連イベン

トなど、誰もが楽しめる多彩な催しを同時開催！

大会ＰＲやおもてなし企画提案、選手の歓迎等を行う

「大会ボランティア」も募集中！ 

大会ＰＲキャラクター 

大会に賛同をいただける企業
や団体、個人等の皆さまからの
協賛金品を募集しています。 
選手、関係者に配布する各種印刷物

等に広告を掲載します。 

ご希望に応じて説明に伺いますの 
で、お問い合わせください。 

【協賛のお願い】 

ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４実行委員会 

（鳥取県地域社会振興部スポーツ振興局ねんりんピック・関西ワールドマスターズゲームズ推進課内） 

〒６８０‐８５７０ 鳥取県鳥取市東町１丁目２７１ 大会 HP：https://nenrin-tottori2024.jp/ 

電話：０８５７－２６－７９０８ ファクシミリ：０８５７－２６－８７４１ 

お
問
合
せ
先 

「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は６０歳以上の方が参加する交流大会を

はじめ、すべての世代の方が楽しむことのできる、スポーツ、文化、健康と福祉の総合的な祭典です。 

　
鳥
取
市
教
育
委

員
会
と
県
教
育
委

員
会
は
８
月
30
日

（
水
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
（
児

嶋
祥
悟
会
頭
）
を

訪
れ
、
11
月
２
日

（
木
）
の
学
校
休

業
日
「
や
っ
て
み

よ
う
！
で
ー
（
ｄ

ａ
ｙ
）」
に
つ
い

て
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。

　
家
庭
や
地
域
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全

な
発
達
を
促
進
し
よ
う
と
定
め
ら
れ

た
学
校
休
業
日
。
鳥
取
市
で
は
昨
年

度
か
ら
「
や
っ
て
み
よ
う
！
で
ー
（
ｄ

ａ
ｙ
）」
の
名
称
で
導
入
さ
れ
、
今

年
の
11
月
２
日
（
木
）
は
、
市
立
の

幼
稚
園
、
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

が
学
校
休
業
日
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会

事
務
局
・
岸
本
吉
弘
副
教
育
長
と
同

学
校
教
育
課
・
福
田
美
奈
主
査
、
県

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
人
材
開
発

課
・
阿
部
一
也
係
長
と
同
課
・
亀
井

修
平
主
査
が
訪
れ
、
活
動
趣
旨
を
説

明
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
制
限
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
、
家

庭
や
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
創

出
の
た
め
、
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ん

が
学
校
休
業
日
に
年
次
有
給
休
暇
を

取
得
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
や
周
知

に
つ
い
て
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
協
力
要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
頭
は

「
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
た
め
に
、
休
暇
の
取
得
促
進
を

周
知
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
上
で
「
駅

前
広
場
や
旧
市
役
所
跡
地
な
ど
で
、

親
子
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
」
と
行
政
に
対
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。

要請を受ける児嶋会頭（中央）

 鳥取市教育委員会が要請

11/2（木）は積極的に休暇取得を
やってみよう！でー (day) を推進
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㈱
コ
ク
ヨ
Ｍ

Ｖ
Ｐ
の
鳥
取
商

工
会
議
所
職
務

執
行
者
が
、
原

田
昌
氏
か
ら
丸

山
博
之
氏
（
代
表
取
締
役
社
長
）
＝

写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

�

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈲
福
田
石
油
店

　
鳥
取
市
桂
木
２
４
４
―
１

　
代
表
取
締
役
＝
福
田
　
準
一

◆
丸
石
産
業
㈱

　
鳥
取
市
商
栄
町
２
２
１
―
７

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
森
田
　
則
男

◆
㈱
ヨ
ネ
ザ
ワ

　
鳥
取
市
千
代
水
２
丁
目
99

　
代
表
取
締
役
＝
竹
田
　
幸
夫

◆
第
一
産
業
㈱

　
鳥
取
市
南
隈
２
５
５

　
代
表
取
締
役
＝
鶴
石
　
健
治

◆
日
本
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー（
同
）
鳥
取
営

業
所

　
鳥
取
市
安
長
１
６
５

　
所
長
＝
松
浦
　
哲
也

◆
㈱
一
広

　
鳥
取
市
叶
１
１
５
―
８

　
取
締
役
社
長
＝
小
林
　
公
夫

◆
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
鳥
取
㈱
鳥
取
店

　
鳥
取
市
安
長
１
９
８

　
店
長
＝
福
間
　
隆
史

◆
日
本
海
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
鳥
取
市
湖
山
町
南
１
丁
目
７
８
３

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
佐
武
　
紀
明

◆
セ
コ
ム
㈱
鳥
取
統
轄
支
社

　
鳥
取
市
千
代
水
１
丁
目
１
０
０
　

ア
イ
シ
ン
千
代
水
ビ
ル
４
階

　
統
轄
支
社
長
＝
安
村
　
圭
助

◆
㈱
ア
ー
ク

　
鳥
取
市
西
町
１
丁
目
２
１
１
―
３

田
中
ビ
ル
２
階

　
代
表
取
締
役
＝
中
川
　
茂
久

◆
㈱
ブ
ー
ケ
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ

　
鳥
取
市
田
島
６
４
７

　
代
表
取
締
役
＝
成
川
　
喜
人

◆
㈲
西
川
商
会

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
３
丁
目
13

　
代
表
取
締
役
＝
西
川
　
朋
宏

◆
㈱
日
本
海
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

　
鳥
取
市
秋
里
１
２
５
６

　
代
表
取
締
役
＝
原
　
淳
也

◆
㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ
デ
ン
タ
ル

　
鳥
取
市
扇
町
１
１
０

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
西
村
　
隆
廣

◆
阿
部
珈
琲
㈱

　
鳥
取
市
川
端
２
丁
目
１
０
９

　
代
表
取
締
役
＝
阿
部
　
高
志

◆
㈲
ア
ダ
チ
精
工

　
鳥
取
市
叶
１
４
９
―
５

　
代
表
取
締
役
＝
田
中
　
克
典

◆
エ
プ
ソ
ン
リ
ペ
ア
㈱

　
鳥
取
市
南
栄
町
26
―
１

　
管
理
部
部
長
＝
池
本
　
啓
一

◆
㈲
大
和
工
業
所

　
鳥
取
市
南
隈
２
３
９

　
代
表
取
締
役
＝
大
西
　
範
明

◆
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
鳥
取

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
鳥
取
市
新
品
治
町
１
番
６

　
所
長
＝
陰
山
　
浩
志

◆
㈱
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム

　
鳥
取
市
二
階
町
３
丁
目
２
１
１
―

２
　
代
表
取
締
役
＝
荒
田
　
潤
之
介

◆
と
り
ぎ
ん
リ
ー
ス
㈱

　
鳥
取
市
扇
町
９
―
２
　
と
り
ぎ
ん

プ
ラ
ザ
ビ
ル
３
階

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
小
野
澤
弘
成

◆
㈲
い
ら
か

　
鳥
取
市
古
海
２
５
９
―
２

　
取
締
役
＝
澤
田
　
昌
博

◆
㈲
湯
川
建
設

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
４
丁
目
９
０

　
代
表
取
締
役
＝
湯
川
　
渉

◆
㈱
ス
ズ
キ
自
販
鳥
取

　
鳥
取
市
丸
山
町
２
６
６
―
８

　
代
表
取
締
役
＝
木
谷
　
光
宏

◆
㈲
日
章
ジ
ー
ゼ
ル
工
業

　
鳥
取
市
古
海
１
０
３
７
―
２

　
代
表
取
締
役
＝
裏
坂
　
龍
生

◆
㈱
ダ
イ
ト
リ

　
鳥
取
市
金
沢
３
９
３
―
３

　
代
表
取
締
役
＝
鶴
之
園
　
康
弘

◆
㈱
本
間
設
計
事
務
所

　
鳥
取
市
瓦
町
４
６
８

　
代
表
取
締
役
＝
花
本
　
浩
児

◆
久
大
建
材
㈱

　
鳥
取
市
叶
１
１
０
―
１

　
代
表
取
締
役
＝
森
田
　
正
行

◆
㈲
鳥
飼
運
輸

　
鳥
取
市
白
兎
８
８
５
―
16

　
代
表
取
締
役
＝
鳥
飼
　
弘
孝

◆
㈲
宮
脇
重
機
建
設

　
鳥
取
市
湖
山
町
南
３
丁
目
４
１
１

―
59

　
代
表
取
締
役
＝
前
田
　
一
幸

動 向

議  

員  

交  

代

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
け
出
分
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◆
富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
㈱

　
鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
２
７
１
　
朝

日
生
命
鳥
取
ビ
ル
６
Ｆ

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
＝
光
田
　
雅
司

◆
㈱
Ｊ
Ａ
い
な
ば
燃
料
セ
ン
タ
ー

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
５
丁
目
２
６
１

Ｊ
Ａ
い
な
ば
会
館
別
館
２
Ｆ

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
有
田
　
直
政

◆
㈲
寿
司
半

　
鳥
取
市
川
端
４
丁
目
１
０
４

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
高
浜
　
伸
夫

�

【
社
名
変
更
】

◆
北
村
→
㈱
デ
パ
ー
ル

◆
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
鳥
取
支
店
→
㈱
エ
ネ
コ

ム
鳥
取
支
店

�

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
泉
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
鳥
取
市
南
安
長
３
―
86
→
鳥
取
市

千
代
水
１
―
85

◆
㈱
大
法

　
鳥
取
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
53
→
鳥
取

市
南
安
長
２
―
12

◆
㈱
Ｆ
Ｆ
Ｃ

　
鳥
取
市
栄
町
４
０
２
→
鳥
取
市
末

広
温
泉
町
１
５
９
―
５

新会員紹介（2023年４月～９月）

事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会

クロッカス 津村　俊広 鳥取市安長442−101 外構工事業 建 設

前田剛税理士事務所 前田　　剛 鳥取市本町３丁目201 税理士業 サ ー ビ ス

林浩志中小企業診断士事務所 林　　浩志 鳥取市秋里817 経営コンサルタント業 サ ー ビ ス

按摩マッサージ指圧鍼灸の家　縁～tunagi～ 太田　克美 鳥取市覚寺219−17 あん摩マッサージ指圧師 サ ー ビ ス

プルデンシャル生命保険㈱岡山中央支社 吉田　圭二 岡山市北区中山下1−9−40 新岡山ビル11Ｆ 生命保険業 金 融

㈱After Tec 西村　孝仁 鳥取市片原１丁目107番地 開発ビル２Ｆ西号室 システム開発・システムコンサルチング サ ー ビ ス

㈱襷プランニング 松島　景太 鳥取市古海473−1 保険代理業 金 融

㈱スタックス 亀谷　勇斗 鳥取市南安長3−63−3 自動車整備業 サ ー ビ ス

Ali’s café 平尾　都幸 鳥取市弥生町373−5 宮井ビル１Ｆ 飲食店 観光・交通

㈱久本管工 久本　幸広 八頭郡智頭町西宇塚219 管工事業 建 設

ヤマタホールディングス㈱ 山田　雄作 鳥取市千代水２丁目130番地 不動産管理業 サ ー ビ ス

㈱MIRA TECH 橋本　徹也 鳥取市長谷452−5 土木工事業 建 設

㈱GEAR TRYM 下田　隼斗 鳥取市上味野75番地4 機械修理業 サ ー ビ ス

㈱タスクールPlus　鳥取営業所 渡邉　智浩 鳥取市富安1−152 ＳＧビル２階201号 その他専門サービス業 サ ー ビ ス

ケイビ㈱ 岸田　芳仁 鳥取市緑ヶ丘２丁目40番地2 警備業 サ ー ビ ス

㈱ミヤ塗工店 宮脇　大地 鳥取市賀露町北２丁目3−19−1 塗装工事業 建 設

岡田　優 岡田　　優 東京都新宿区高田馬場2−5−24−407 生命保険業 金 融

ATS㈱ 対　　天琦 鳥取市片原１丁目115 飲食店 サ ー ビ ス

㈱PAINT　WATAMURA 綿村　雅人 鳥取市河原町釜口735−1 塗装工事業 建 設

莉幸設備 河崎　秀樹 鳥取市雲山296−103 設備工事業 工 業

㈱土建屋 山内　　俊 鳥取市津ノ井335−1 一般土木建築工事業 建 設

とろり天使のわらびもち鳥取店 加納るみ子 鳥取市雲山148 食料品小売業 流 通

T-Forestry 戸田竜太郎 鳥取市桂木231 林業サービス業 サ ー ビ ス

隼輝工業 岸本　隼人 鳥取市吉成南町２丁目1−43 土木工事業 建 設

㈱宮本外装 宮本　敏行 鳥取市馬場64−1 一般土木建築工事業 建 設

（同）Windys 西原　千晶 鳥取市掛出町28−14 ペシェントビレ203 エステティック業 サ ー ビ ス

Ｍテクノ 松澤　信夫 鳥取市下味野21−9 一般土木建築工事業 建 設

動 向
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

市場を理解する簡単テクニック
～誰でも実践できる調査の初歩～

橋本 規宏 29分 健
康

失敗事例から学ぶ
相続対策の４つの柱 松尾 企晴 41分

ランチェスター サクセス・プログラム
入門編 第３回 経営における戦略と戦術

河辺 よしろう 64分 労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98分

金融機関との付き合い方 川居 宗則 31分 法
律

会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします
【3. ハラスメント・労災について】

米澤 章吾 11分

研
修
・
人
材
育
成

元商社マンが語る 価格交渉の極意 生駒 正明 43分 税
務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度
の概要と電子帳簿保存法のポイン
ト」令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107分

経営者・管理者が成果を出すための
12の原理原則（10）

片貝 竜也 8分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

必見！人を動かす３つの極意 生駒 正明 44分 政
治

経
済

SDGs 入門講座～親子でできる・
家庭でできる SDGs～ 福田 多美子 45分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

NEW

NEW

NEW

NEW

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで600タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　http://www.tottori-cci.or.jp/

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

お す す め セ ミ ナ ー

社会人としておさえておきたいビジネス
マナー。美しい所作は相手に好感を持
たれるだけでなく、自分の心が整い仕事
への集中力が高まります。言葉遣いや
敬語のルール、訪問時のマナー、来客
応対、電話対応など、社会人に欠かせ
ない基本的所作をお伝えします。

マナーコンサルタント アカデミー
なないろスタイル 樋口　智香子

1 インボイス制度まるわかり講習

タイトル 講師名 時間 内容

一
般
経
営

市場を理解する簡単テクニック
～誰でも実践できる調査の初歩～

橋本 規宏 29 分

市場調査はビジネスの重要な要素である商機やリスク回避を捉えるのに役立
ちます。現在、調査をするには多大な費用がかかるため、大企業が行うこと
がほとんどです。しかし、ちょっとした知識があれば誰でもできる分析もあり
ます。このセミナーでは食パンを対象とする市場調査の進め方を紹介します。

ランチェスター サクセス・プログラム
入門編 第３回 経営における戦略と戦術

河辺 よしろう 64 分

ランチェスター サクセス・プログラム入門編は、ランチェスター経営の第一
人者、竹田陽一先生が開発したランチェスターマネジメントをベースに、河
辺よしろう氏が解説を加え、経営全般の知識、ビジネスモデル、事例分析、
経営課題などを学び、売上アップを目指していく全４回のセミナーです。

金融機関との付き合い方 川居 宗則 31 分

コロナ禍からの事業の復活や再生に金融機関の融資を活用したい経営者必見。
審査で見られるポイントを理解したうえで準備をすれば、融資を引き出すことは
難しいことではありません。メガバンクに 32 年間勤め金融機関の隅々まで知
り尽くした講師が融資判断のポイントや金融機関との付き合い方を解説します。

研
修
・
人
材
育
成

元商社マンが語る 価格交渉の極意 生駒 正明 43 分

輸出企業の業績は回復基調で受注が増えている会社もありますが、競争が
激しい業界の企業は受注単価を引き上げることが難しい状況です。このセミ
ナーではインフレや原料高騰のなか「販売価格を上げる」「仕入れ価格を調
整する」などの価格交渉を有利に進めるためのポイントを学びます。

経営者・管理者が成果を出すための
12 の原理原則（10）

片貝 竜也 8 分

数多くの研修を手掛ける講師。研修後に「成果を出せる人」と「成果を出せない人」
がいます。その違いは研修で学ぶスキル以外の部分、物事や状況に対する認識
と対応の仕方という原理原則にありました。全 12 回でその原理原則をお伝えし
ます。第 10 回は「他人の短所は見つけやすく、長所は見つけにくい」です。

必見！人を動かす３つの極意 生駒 正明 44 分

なぜか部下が、自分の思い通りに動いてくれない…。コミュニケーションの方法
や自らの心構えを変えることで、その悩みは解決するかもしれません。人が動く
ようになる環境・関係性の作り方や、誰もができる効果的な伝え方・聴き方を身
につけ、社内の人材活用・育成、生産性向上、営業力強化に繋げていきましょう。

健
康

失敗事例から学ぶ
相続対策の４つの柱 松尾 企晴 41 分

なんとなくまだ先のことと思い、相続について深く考えたことがない方は多いと
思います。しかし、いざというときに始めても、もっと早く備えておけばとなる
ケースや、揉めごとは起こらないと思っている家族でも問題になるケースが多く
見られます。具体的な事例を交え、親と子が知っておくべきことをお伝えします。

労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98 分

入社時に必要な書類とその目的は？ 試用期間についての適切な設定と
は？ 労働時間についての原則や 36 協定とは？ 書類を記入する際の注意
点を、実際の書類を見ながら解説します。従業員が入社する際の業務に向
けて、人事労務の基礎を確認していきましょう。

法
律

会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします

【3. ハラスメント・労災について】
米澤 章吾 11 分

労働問題（解雇・残業・セクハラ・パワハラなどのハラスメント）の企業側
の弁護を担当する講師（労務管理のエキスパート）。セミナー時によく受け
る質問に 3 回シリーズでお答えします。第 3 回目は「パワハラ」「セクハラ
と冤罪」「業務災害」など、ハラスメント・労災についての対応事例です。

税
務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度
の概要と電子帳簿保存法のポイン
ト」令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107 分

令和 5 年度の税制改正によって見直しが行われた適格請求書等保存方式（イン
ボイス制度）の概要と、電子帳簿保存法のポイントを解説します。特に免税事
業者にとっては事業に大きく影響を与える制度として慎重かつ迅速な対応が迫ら
れています。すべての事業者にとって必要な知識をわかりやすくお伝えします。

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92 分

新しく経理を担当される方へ、簿記の基本的な知識や経理実務の流れ、決
算書の読み方についてわかりやすく説明します。新人の経理担当者だけでな
く、すでに経理事務に携わっている方でも再確認がしやすい内容です。業
務の概要をつかみ、実務を円滑に進められるようになりたい方は必見！

政
治

経
済

SDGs 入門講座～親子でできる・
家庭でできる SDGs ～ 福田 多美子 45 分

企業に対して SDGs に関するコンサルティングを行っている講師。企業という
立場から SDGs への取り組みを考えた時、自社の業種と SDGs で一体何が
できるのか……どのようにアプローチすれば良いのか……SDGs の取り組み
方について企業だけでなく、家庭でもすぐに実践できるように解説いたします。

2

2023 年 10 月から施行予定のインボ
イス制度。「言葉は知っているけど、ど
のような制度なの？」「何をどう準備す
ればいいの？」という方が多いのでは
ないでしょうか？ 制度開始後、消費税
免税事業者であることで取引ができな
くなってしまうと大変です。準備がお
済みでない方はご聴講ください。

税理士・行政書士・税理士法人
フューチャーコンサルティング 代表社員 小澄　健士郎

ビジネスマナー基礎講座

※ 2023 年 8 月の再生回数を集計

N E W

N E W

N E W

N E W

研修・人材育成

月間 視 聴 ラン キング  BEST 2

税務・財務・経理
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 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
秋
気
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
読

書
の
秋
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、芸
術
の
秋
な
ど
、秋

を
表
す
言
葉
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、「
食

欲
の
秋
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
通
り
、
秋
は
食

べ
物
を
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
季
節
で
す
。

　
中
国
山
脈
と
日
本
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
鳥
取
県
で
は
、野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
、魚
介
類
な

ど
、
旬
の
お
い
し
い
秋
食
材
が
た
く
さ
ん
楽
し

め
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
寒
く
な
る
季
節
に
向
け
て
食
欲
も

一
段
と
増
し
て
く
る
こ
の
時
期
、
地
元
の
美
味

し
い
食
材
で
深
ま
る
秋
を
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
度
も
早
く
も
半
年
が
終
わ
り
折
り
返
し

と
な
り
ま
す
が
、
各
委
員
会
が
4
月
よ
り
議
論

を
重
ね
事
業
実
施
と
な
る
の
が
こ
の
季
節
、
各

委
員
会
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
9
月
13
日
に
臨
時
総
会
並
び

に
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
担
当
の
例
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
次
年
度
会
長
予
定
者
に
高
藤 

軌
晋
君
が
満
場
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
所
信
表
明
で
の
熱
い
想
い
と
決
意
に
次
年

度
を
益
々
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
我
々
青
年
部
は
、
昭
和
54
年
の
設
立

よ
り
数
え
て
45
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
企
業
や
、親
会
、ま

た
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
、
地
域
社
会
の
発
展
の

為
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
の
ご
支
援
ご

協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
例
会
で
は
11
月
4
日
に
予
定
を
し
て
お
り
ま

す
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
会
員
全
員
の
力
で
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、全
体
の
流
れ
、各
セ
ク
シ
ョ

ン
ご
と
に
分
か
れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
会
員

か
ら
の
様
々
な
質
問
を
ふ
ま
え
、
よ
り
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
よ
り
良
い
記
念
式
典
に
な
る
よ

う
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
中
心
に
開
催
ま
で

の
時
間
を
費
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
9
月
24
日
に
は
鳥
取
城
復
元
を
目
的
に
始
ま

っ
た
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
令
和
3
年
度
に
政
策
提
言
書

を
行
政
に
提
出
し
て
以
来
、
以
前
よ
り
一
層
力

を
入
れ
て
い
る
事
業
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
提
言
書
は
た
だ
建
物
を
復
元
す
る
だ
け

が
目
的
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
復
元
と
同
時
に

鳥
取
市
民
の
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
で
、
鳥
取
城
跡
を
地
域
の
誇
り
と
し
た
い
と

考
え
、提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
昨
年
度
よ
り
鳥
取
城
跡
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
そ
し
て
今
回
Ａ
Ｒ
技
術
に
よ
り
復
元
し

た
三
階
櫓
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
上

で
の
公
開
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
時
代
行
列
の
中
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
伝
統
の

奴
踊
り
、
そ
し
て
会
場
内
で
鳥
取
城
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
は
青
翔
開
智
高
校
の
生
徒
が
出
題
し
、
未

来
を
担
う
若
い
世
代
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
幅
広
い
世
代
に
鳥
取
城
の
事
を
知
っ
て
も

ら
え
る
機
会
と
な
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
鳥
取
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 10 月１5日
鳥取商工会議所青年部
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9
月
13
日
（
水
）、
商
工
会
議
所
5
階
大
会
議
室
に
て
、
9
月
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
9
月
例
会
は
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
が
担
当
し
、
11
月
4
日
開

催
の
45
周
年
記
念
大
会
の
説
明
会
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
会
例
会
は
、
2
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
全
会
員
に
対

し
て
、
記
念
大
会
の
流
れ
や
各
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
大
会
の
事
業
目
的
や
事
業
目

標
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
40
周
年

時
の
写
真
も
用
い
て
、
記
念
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
2
部
で
は
、
各
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
担
当
し
て
い
た
だ
き
た
い

業
務
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

基
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
各
委
員
会
か
ら
多
数
の
ご
質
問
や
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
当
委
員
会
で
は
気
付
け
な
か
っ
た
点
や
、
改
善
策

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
を
当
委
員
会
で
共
有
・
協
議
・
検

討
し
、
当
日
の
運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
45
周
年
記
念
大
会
当
日
は
、
多
数
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

　
本
番
に
向
け
て
、
全
力
で
駆
け
抜
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
　
委
員
長
　
村
田 

浩
一

臨時総会

45周年記念大会説明

９
月
例
会・臨
時
総
会
開
催

９
月
例
会・臨
時
総
会
開
催

　<

都
市
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
人
材×

地
方
企
業
人
材>

Ｂ
Ｂ
Ｔ
大
学
教
授
の
谷

中
修
吾
氏
が
主
任
講
師
を
務
め
、
東
急
グ
ル
ー
プ
の
若
手
人
材
と
と
も
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
思
考
回
路
で
地
域

資
源
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
発
信
す
る
技
術
を
体
得
し
、
地
域
内
外
の
視
点

を
活
か
し
な
が
ら
〝
突
き
抜
け
た
鳥
取
〞
を
創
生
す
る
内
容
で
す
。

　
事
前
講
義
で
は
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
突
き
抜
け
た
ア
イ
デ
ア
が

出
せ
る
よ
う
に
大
喜
利
仕
立
て
で
普
段
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
自

ら
の
思
考
回
路
を
確
認
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
撮
影
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
始
ま
り
、
特
別
な
メ
ン
バ
ー
と
特
別
な
場
所
で
安
心
し
て
突
き
抜
け
た
ア

イ
デ
ア
を
出
せ
る
状
況
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
刺
激
的
な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も
「
と
て
も
面
白
か
っ
た
」
「
今
ま
で
と
は
全
く
違

う
鳥
取
の
魅
力
に
気
が
つ
い
た
」
な
ど
嬉
し
い
お
言
葉
も
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
行
政
か
ら
の
ご
参
加
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
ま
ち
な
か

活
性
化
に
役
立
つ
共
通
理
解
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
事
業
開
催
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
鳥
取

県
立
鳥
取
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
と
っ
と
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠

点
　
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
松
井
太
郎
氏
を
は
じ
め
、
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
金
居 

洋
子

と
っ
と
り
創
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
〜
地
域
資
源
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
発
信
す
る
〜

と
っ
と
り
創
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
〜
地
域
資
源
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
発
信
す
る
〜

集合写真

会場の様子

令
和
5
年
9
月
8
日 

19
：
00
〜
事
前
講
義
＠
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
、

9
月
16
日 

9
：
30
〜
21
：
00
、
17
日 

9
：
00
〜
16
：
30

　   　園 健太郎 君
　  （その けんたろう）
事 業 所 名  鳥取県商工労働部通商物流課
所属委員会  政策提言委員会

７
月
入
会

７
月
入
会

７
月
入
会

　
8
月
26
日（
土
）に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業
と
な
る

「
中
ブ
ロ
魅
力
旅
in
山
口
」
が
山
口
県
山
口
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

市
内
探
訪
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
口
市
内
の
地
図
上
に
設
定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
巡
り
、
制
限
時
間
内
で
多
く
の
訪
問
先
で
得
た
合
計
得
点

を
競
う
と
い
う
ル
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
に
は
地
域
の
美
し
い
景
色
・
歴
史
的
な
名
所
や
建
造

物
、
地
元
の
美
味
し
い
飲
食
店
な
ど
が
あ
り
山
口
市
の
魅
力

を
発
見
で
き
る
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
人
1
組
の
チ
ー
ム
編
成
も
様
々
な
県
の
メ
ン

バ
ー
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
交
流
を
深
め
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業

を
通
じ
、
企
画

さ
れ
た
方
々
の

熱
い
想
い
が
伝

わ
り
、
10
月
に

開
催
さ
れ
る
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
柳
井
市
大
会

に
繋
が
る
絆
が

深
ま
り
ま
し

た
。

　
副
会
長

　 

高
藤 

軌
晋

令
和
５
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

 

「
中
ブ
ロ
魅
力
旅
in
山
口
」開
催

チェックポイント ロゲイニング

９
月
入
会

９
月
入
会

９
月
入
会　   　綾木 康平 君

　  （あやき こうへい）
事 業 所 名  焼肉牛王鳥取本店（すまいる不動産）
所属委員会  鳥取お城委員会
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〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
秋
気
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
読

書
の
秋
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、芸
術
の
秋
な
ど
、秋

を
表
す
言
葉
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、「
食

欲
の
秋
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
通
り
、
秋
は
食

べ
物
を
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
季
節
で
す
。

　
中
国
山
脈
と
日
本
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
鳥
取
県
で
は
、野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
、魚
介
類
な

ど
、
旬
の
お
い
し
い
秋
食
材
が
た
く
さ
ん
楽
し

め
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
寒
く
な
る
季
節
に
向
け
て
食
欲
も

一
段
と
増
し
て
く
る
こ
の
時
期
、
地
元
の
美
味

し
い
食
材
で
深
ま
る
秋
を
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
度
も
早
く
も
半
年
が
終
わ
り
折
り
返
し

と
な
り
ま
す
が
、
各
委
員
会
が
4
月
よ
り
議
論

を
重
ね
事
業
実
施
と
な
る
の
が
こ
の
季
節
、
各

委
員
会
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
9
月
13
日
に
臨
時
総
会
並
び

に
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
担
当
の
例
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
次
年
度
会
長
予
定
者
に
高
藤 

軌
晋
君
が
満
場
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
所
信
表
明
で
の
熱
い
想
い
と
決
意
に
次
年

度
を
益
々
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
我
々
青
年
部
は
、
昭
和
54
年
の
設
立

よ
り
数
え
て
45
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
企
業
や
、親
会
、ま

た
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
、
地
域
社
会
の
発
展
の

為
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
の
ご
支
援
ご

協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
例
会
で
は
11
月
4
日
に
予
定
を
し
て
お
り
ま

す
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
会
員
全
員
の
力
で
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、全
体
の
流
れ
、各
セ
ク
シ
ョ

ン
ご
と
に
分
か
れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
会
員

か
ら
の
様
々
な
質
問
を
ふ
ま
え
、
よ
り
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
よ
り
良
い
記
念
式
典
に
な
る
よ

う
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
中
心
に
開
催
ま
で

の
時
間
を
費
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
9
月
24
日
に
は
鳥
取
城
復
元
を
目
的
に
始
ま

っ
た
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
令
和
3
年
度
に
政
策
提
言
書

を
行
政
に
提
出
し
て
以
来
、
以
前
よ
り
一
層
力

を
入
れ
て
い
る
事
業
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
提
言
書
は
た
だ
建
物
を
復
元
す
る
だ
け

が
目
的
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
復
元
と
同
時
に

鳥
取
市
民
の
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
で
、
鳥
取
城
跡
を
地
域
の
誇
り
と
し
た
い
と

考
え
、提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
昨
年
度
よ
り
鳥
取
城
跡
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
そ
し
て
今
回
Ａ
Ｒ
技
術
に
よ
り
復
元
し

た
三
階
櫓
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
上

で
の
公
開
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
時
代
行
列
の
中
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
伝
統
の

奴
踊
り
、
そ
し
て
会
場
内
で
鳥
取
城
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
は
青
翔
開
智
高
校
の
生
徒
が
出
題
し
、
未

来
を
担
う
若
い
世
代
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
幅
広
い
世
代
に
鳥
取
城
の
事
を
知
っ
て
も

ら
え
る
機
会
と
な
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
鳥
取
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 10 月１5日
鳥取商工会議所青年部
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9
月
13
日
（
水
）、
商
工
会
議
所
5
階
大
会
議
室
に
て
、
9
月
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
9
月
例
会
は
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
が
担
当
し
、
11
月
4
日
開

催
の
45
周
年
記
念
大
会
の
説
明
会
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
会
例
会
は
、
2
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
全
会
員
に
対

し
て
、
記
念
大
会
の
流
れ
や
各
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
大
会
の
事
業
目
的
や
事
業
目

標
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
40
周
年

時
の
写
真
も
用
い
て
、
記
念
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
2
部
で
は
、
各
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
担
当
し
て
い
た
だ
き
た
い

業
務
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

基
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
各
委
員
会
か
ら
多
数
の
ご
質
問
や
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
当
委
員
会
で
は
気
付
け
な
か
っ
た
点
や
、
改
善
策

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
を
当
委
員
会
で
共
有
・
協
議
・
検

討
し
、
当
日
の
運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
45
周
年
記
念
大
会
当
日
は
、
多
数
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

　
本
番
に
向
け
て
、
全
力
で
駆
け
抜
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
　
委
員
長
　
村
田 

浩
一

臨時総会

45周年記念大会説明

９
月
例
会・臨
時
総
会
開
催

９
月
例
会・臨
時
総
会
開
催

　<

都
市
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
人
材×

地
方
企
業
人
材>

Ｂ
Ｂ
Ｔ
大
学
教
授
の
谷

中
修
吾
氏
が
主
任
講
師
を
務
め
、
東
急
グ
ル
ー
プ
の
若
手
人
材
と
と
も
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
思
考
回
路
で
地
域

資
源
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
発
信
す
る
技
術
を
体
得
し
、
地
域
内
外
の
視
点

を
活
か
し
な
が
ら
〝
突
き
抜
け
た
鳥
取
〞
を
創
生
す
る
内
容
で
す
。

　
事
前
講
義
で
は
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
突
き
抜
け
た
ア
イ
デ
ア
が

出
せ
る
よ
う
に
大
喜
利
仕
立
て
で
普
段
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
自

ら
の
思
考
回
路
を
確
認
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
撮
影
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
始
ま
り
、
特
別
な
メ
ン
バ
ー
と
特
別
な
場
所
で
安
心
し
て
突
き
抜
け
た
ア

イ
デ
ア
を
出
せ
る
状
況
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
刺
激
的
な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も
「
と
て
も
面
白
か
っ
た
」
「
今
ま
で
と
は
全
く
違

う
鳥
取
の
魅
力
に
気
が
つ
い
た
」
な
ど
嬉
し
い
お
言
葉
も
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
行
政
か
ら
の
ご
参
加
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
ま
ち
な
か

活
性
化
に
役
立
つ
共
通
理
解
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
事
業
開
催
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
鳥
取

県
立
鳥
取
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
と
っ
と
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠

点
　
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
松
井
太
郎
氏
を
は
じ
め
、
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
金
居 

洋
子

と
っ
と
り
創
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
〜
地
域
資
源
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
発
信
す
る
〜

と
っ
と
り
創
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
〜
地
域
資
源
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
発
信
す
る
〜

集合写真

会場の様子

令
和
5
年
9
月
8
日 

19
：
00
〜
事
前
講
義
＠
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
、

9
月
16
日 

9
：
30
〜
21
：
00
、
17
日 

9
：
00
〜
16
：
30

　   　園 健太郎 君
　  （その けんたろう）
事 業 所 名  鳥取県商工労働部通商物流課
所属委員会  政策提言委員会

７
月
入
会

７
月
入
会

７
月
入
会

　
8
月
26
日（
土
）に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業
と
な
る

「
中
ブ
ロ
魅
力
旅
in
山
口
」
が
山
口
県
山
口
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

市
内
探
訪
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
口
市
内
の
地
図
上
に
設
定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
巡
り
、
制
限
時
間
内
で
多
く
の
訪
問
先
で
得
た
合
計
得
点

を
競
う
と
い
う
ル
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
に
は
地
域
の
美
し
い
景
色
・
歴
史
的
な
名
所
や
建
造

物
、
地
元
の
美
味
し
い
飲
食
店
な
ど
が
あ
り
山
口
市
の
魅
力

を
発
見
で
き
る
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
人
1
組
の
チ
ー
ム
編
成
も
様
々
な
県
の
メ
ン

バ
ー
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
交
流
を
深
め
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業

を
通
じ
、
企
画

さ
れ
た
方
々
の

熱
い
想
い
が
伝

わ
り
、
10
月
に

開
催
さ
れ
る
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
柳
井
市
大
会

に
繋
が
る
絆
が

深
ま
り
ま
し

た
。

　
副
会
長

　 

高
藤 

軌
晋

令
和
５
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

 

「
中
ブ
ロ
魅
力
旅
in
山
口
」開
催

チェックポイント ロゲイニング

９
月
入
会

９
月
入
会

９
月
入
会　   　綾木 康平 君

　  （あやき こうへい）
事 業 所 名  焼肉牛王鳥取本店（すまいる不動産）
所属委員会  鳥取お城委員会
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９
月
20
日
（
水
）
の
９
月
例
会
は
、

今
年
３
月
に
１
市
４
町
（
鳥
取
市
・

岩
美
町
・
智
頭
町
・
若
桜
町
・
八
頭

町
）
の
可
燃
物
処
理
施
設
と
し
て
竣

工
し
た
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
リ
ン
ピ
ア
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
「
ク
リ
ー
ン
」
と
い
う
意

味
で
、
河
原
町
山
手
に
堅
牢

で
モ
ダ
ン
な
姿
で
建
っ
て
い

ま
し
た
。

　
施
設
内
は
、
因
州
和
紙
で

作
ら
れ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
オ
ブ

ジ
ェ
や
壁
紙
、
智
頭
杉
や
若

桜
杉
の
天
井
、
岩
美
の
愛
ら

し
い
木
彫
り
十
二
支
、
岩
井

窯
や
㐂
和
伊
窯
（
き
わ
い
が
ま
）
で

つ
く
ら
れ
た
ト
イ
レ
の
水
洗
ボ
ウ
ル

等
々
地
元
産
材
や
伝
統
工
芸
品
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
施
設
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
ガ
イ
ド
を
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
み
の
処
理
工

程
を
見
学
し
ま
し
た
。
家
庭
や
事
業

所
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
ご
み
は
１

日
に
最
大
２
４
０
ト
ン
を
灰
に
な
る

ま
で
燃
や
し
、
そ
の
過
程
で
で
き
る

高
温
の
熱
を
利
用
し
て
ボ
イ
ラ
ー
で

水
蒸
気
を
つ
く
り
、
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
し
て
い
ま
す
。
で
き
た
電

力
は
施
設
内
で
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
電
気
と

し
て
売
電
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
施
設
内
で
た
び
た

び
登
場
す
る
う
さ
ぎ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
説
明
も
わ
か
り
や
す
く
、
シ
ア

タ
ー
や
ゲ
ー
ム
等
も
あ
っ
て
子
ど
も

達
で
も
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
や
脱
炭
素
社
会
を
担

い
地
元
協
定
を
順
守
す
る
安
心
安
全

な
施
設
の
見
学
を
通
し
て
、
ご
み
処

理
を
お
願
い
す
る
立
場
と
し
て
、
４

Ｒ
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
心
が

け
、
分
別
や
減
量
の
大
切
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
９
月
例
会

　�

ご
み
の
分
別
や
減
量
の
大
切
さ
を
学
ぶ

2023 １0 OCTOBER

女性会だより

コンシェルジュの話を聞く会員

ウェルカムオブジェ

楽しみながら学べる施設 たまったごみを粉砕しながら運ぶ様子

玄関ホールで全員で記念撮影
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鳥
取
市
歴
史
博
物
館
は
、
企
画
展

「
鳥
取
城
の
あ
ゆ
み
～
城
か
ら
公
園

～
」
を
次
の
通
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
期
―
11
月
12
日
（
日
）
ま
で

▼
時
間
―
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）
▼

場
所
―
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
１
階
特

別
展
示
室
▼
観
覧
料
―
一
般
５
０
０

円
（
高
校
生
以
下
お
よ
び
65
歳
以
上

の
方
は
無
料
）
※
常
設
展
示
観
覧
料

含
む
▼
そ
の
他
―
休
館
日
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取
市
歴
史

博
物
館
・
や
ま
び
こ

館
（
℡
０
８
５
７
―

23
―
２
１
４
０
）

編　集　室
　

◆
朝
夕
日
ご
と
に
涼
し
く
な

り
、
よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・

芸
術
の
秋
・
読
書
の
秋
・
食
欲

の
秋
…
皆
さ
ん
、
ど
ん
な
秋
を

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
◆
さ

て
今
年
の
プ
ロ
野
球
。
リ
ー
グ

を
制
覇
し
た
の
は
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
と
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
関
西
勢
。
い
よ

い
よ
Ｃ
Ｓ
が
開
幕
し
、
日
本
シ

リ
ー
ズ
が
終
わ
る
ま
で
目
が
離

せ
ま
せ
ん
！
◆
そ
し
て
Ｊ
リ
ー

グ
。
編
集
室
を
書
い
て
い
る
こ

の
時
期
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
が

上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
！
◆

関
西
勢
独
占
の
「
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
に

な
る
で
し
ょ
う
か
（
笑
）�

（
Ａ
）

18

ＡＮＡからのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

10
／
21
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

22
㈰

シ
リ
ー
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〝
イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
〟

　

『
楽
し
い
！
型
染
め
』
③
豆
軸
と
ポ
チ
袋

�

【
有
料
・
申
込
要
】

25
㈬

鳥
取
県
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
試
食
審
査
会

28
㈯

A
b
en

d
o
so

n
n
e

昼
中
の
う
た
【
有
料
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

11
／
２
㈭

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
造
形
展
【
公
開
】

３
㈮

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
造
形
展
【
公
開
】

４
㈯

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
造
形
展
【
公
開
】

５
㈰

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
造
形
展
【
公
開
】

８
㈬

第
12
回　

鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

11
㈯

第
12
回　

鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

12
㈰

第
12
回　

鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

18
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

婚
活
イ
ベ
ン
ト
【
有
料
・
申
込
要
】

19
㈰

第
12
回　

鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

※
利
用
予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鳥
取
城
の
あ
ゆ
み
企
画
展
　

　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内
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１
　
観
光
・
交
通
部
会
常
任
委
員
会
▽
青
年
部

45
周
年
企
画
実
行
委
員
会

２
　
と
っ
と
り
創
業
塾
（
３
、９
、10
、16
日
も
）

４
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会

５
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
視
察
研
修
（
６
日
も
、
愛
媛
県
松
山
市

ほ
か
）
▽
青
年
部
総
務
委
員
会
・
会
員
交

流
委
員
会

６
　
女
性
会
会
員
委
員
会
▽
青
年
部
広
報
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
・
会
員
増
強
委
員
会

７
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
政
策
提
言

委
員
会
・
鳥
取
お
城
委
員
会

８
　
女
性
会
役
員
会
▽
障
が
い
者
雇
用
促
進
に

係
る
経
済
団
体
へ
の
要
請

12
　
観
光
・
交
通
部
会
若
手
経
営
塾
▽
青
年
部

45
周
年
企
画
実
行
委
員
会

13
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
例
会
・
臨
時

総
会

19
　
金
融
相
談
会
▽
運
営
委
員
会
▽
サ
ー
ビ
ス

部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
５
役
会

20
　
女
性
会
例
会

21
　
観
光
・
交
通
部
会
運
送
業
小
委
員
会
・
運

送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

合
同
会
議
▽
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

24
　
青
年
部
お
城
ま
つ
り
時
代
行
列

25
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会

26
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
理
事
会

27
　
青
年
部
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
９
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　11月21日（火）午前10時～12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室

　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）

　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 中小企業振興部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

谷 川 　 寛取締役社長
ひと手間から生まれるおいしい笑顔

業務用総合食品／厨房・衛生関連資材　卸販売
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